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平成 21 年 10 月 30 日 
各  位 

東京都文京区白山五丁目１番３号 
株式会社ビーマップ 

代表取締役社長 浅賀 英雄 
(大証ヘラクレス：4316) 

問合せ先：経営企画部長 大谷 英也 
（電話 03-5842-5033） 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

業績の業績動向を踏まえ、平成21年５月14日に発表いたしました平成22年３月期第２四半期累計期間の連

結・個別業績予想並びに平成22年３月期通期の連結・個別業績予想を下記のとおり修正いたします。 

また、下記のとおり特別損失の計上を行うことといたしましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 
 
１．連結業績予想数値の修正 
（１）平成 22 年 3 月期第２四半期累計期間の連結業績予想修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

                           （単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 490 △24 △24 △24 △747 円 47 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 330 △109 △108 △119 △3,722 円 07 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △160 △85 △84 △95 －

増 減 率 （ ％ ） △32.6 － － － － 

（ご参考） 
前中間期（平成 20 年 9 月期）実績 

496 △92 △97 △238 △7,419 円 42 銭 

 

 

（２）平成 22 年 3 月期通期連結業績予想修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
 （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 純利益 

１株当たり 
純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,120 23 15 15 467 円 17 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 930 △60 △60 △80 △2,492 円 28 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △190 △83 △75 △95 －

増 減 率 （ ％ ） △16.9 － － － － 

（ご参考） 
前期（平成 21 年 3 月期）実績 

1,012 △67 △72 △257 △8,007 円 59 銭 
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３．個別業績予想数値の修正 
（１）平成 22 年 3 月期第２四半期累計期間の個別業績予想修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

                           （単位：百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 370 △18 △18 △18 △560 円 60 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 265 △81 △80 △102 △3,188 円 13 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △105 △63 △62 △84 －

増 減 率 （ ％ ） △28.3 － － － － 

（ご参考） 
前中間期（平成 20 年 9 月期）実績 

362 △46 △49 △405 △12,622 円 15 銭 

 

（２）平成 22 年 3 月期通期個別業績予想修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
                           （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 純利益 

１株当たり 
純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 860 14 6 6 186 円 86 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 850 △30 △30 △70 △2,180 円 75 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △10 △44 △36 △76 －

増 減 率 （ ％ ） △1.1 － － － － 

（ご参考） 
前期（平成 21 年 3 月期）実績 

737 △36 △46 △440 △13,736 円 84 銭 

 
４．修正の理由 
＜連結＞ 

第２四半期累計期間（以下「上期」）では、連結子会社（フォーマイスターズ・システムコンサルティン

グ株式会社）において、顧客の事業環境の悪化による受注減少の影響を大きく受けました。また下記のと

おり個別の状況が変化していることや、平成 21 年 10 月 22 日発表の「子会社の異動（株式譲渡）に関す

るお知らせ」のとおり連結範囲の変更などもあるため、上期および通期の業績予想を修正いたします。 
＜個別＞ 

モバイル事業分野において、上期に予定していた大型案件の売上が下期にずれ込んだことや、一部不採

算案件により工事損失引当金の計上を行ったことなどが原因で、計画を大きく割り込んでおります。 
また、ソリューション事業分野において、モニタリング倶楽部等の利益率が悪化しております。新規受

注の確保、体制の整備も含めて利益確保に努めておりますが、今期中の受注が確保できても利益率の低下

は免れない状況にあります。 
これらを踏まえた結果、業績予想の修正を行うものであります。 

 
５．特別損失の概要 
  平成 21 年 10 月 22 日発表の「子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ」のとおり、フォーマイス 
ターズ・システムコンサルティング株式会社の株式譲渡を行いました。これに伴い、子会社株式評価損に 
よる特別損失 9,279 千円を計上いたします。 
 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。 
 
 

以  上 


